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The Research and Development of Hainan Island in the Republic of China period：
From the Agricultural modernization’s Perspective
ZHAO Congsheng *  
　　It is well known that Hainan Island lagged far behind in economic development in the period of the Republic of China.  In fact, 
Hainan Island local government had carried out various investigations for times as early as 1930 to exploit the valuable resources, then 
decided to focus on the development of transportation/traffic and agriculture. However, in some extent, the development was left up in 
the air with no progress because of the political instability and the constant change of the leadership. But after that, Hainan Island people 
started to concentrate on agriculture to improve the poor economic condition, farmers started learning from outside, agriculture became 
main industry in the island and it gradually stepped in modernization era, the smooth development of agriculture laid the foundation for 
the economic progress afterwards. This article defined the economic influence and historical status of this critical period towards the 
whole island, and demonstrated the whole developing process by collecting and analyzing the historical data and files of the Republic of 
China.




































　1928 年 4 月には，広東政府は瓊山府に広東南区善後
公署を設置し，軍務・政務両処を職掌し，さらに，その
下に参謀・軍法・行政・調査等の７科を置いた。
　1929 年 5 月南区善後公署が撤廃され，瓊崖実業專員
公署が成立し，翌月元公署参謀長黄強が瓊崖実業專員公
署專員に命じられた。








　1935 年 3 月国民政府は五指山（本島の中部にある最
高峰）附近の各県境内の黎区に 12 峒（部落）を区画し，
白沙，保亭，楽東三県の下に置き，行政管理を強めた。











































































































も行われた。例えば，王小平という実業家は 1937 年 1


















































　1917 ～ 1918 年の間，瓊崖道区に苗圃が設置され，















　以上，1912 ～ 1929 年の海南島政府による港湾と農業
開発活動のほとんどは，経済や政治情勢により，計画倒
れに終わった。






























































































墟に土地 2 万畝を購入し，棉花を試作させた (36)。
　ついに，中華民国政府の全国経済委員会議において海
南島開発の議案が本格的に討論されるようになった。ま





















































使し，金銭を着服する）」( 注 6) との悪評価が主流である。
しかし，海南島の人々は，現在に至っても宋子文の海南
島開発を惜しむ気持を抱いており，宋子文に感謝してお
り，比較的高い評価を与えている ( 注 7)。
　以上 1912 ～ 1929 年海南島政府による開発時期・1929






























その距離は 850 km に達し，本島最長の道路となった (45)。

































































　次に，陳済棠の広東省支配時期（1929 － 1936 年）の
1932 年に広東省政府の建設庁長林雲 が発布した「瓊崖

















　1931 年全島の甘蔗栽培面積は 20 万畝（13332ha），砂
糖の生産量は 20 万余担（ 1 担＝ 50Kg，約 1 万トン），
毎年の紅糖の輸出量は 6 ～ 11 万担（3000 ～ 5500 トン）
であった。1934 年，華僑の投資により，熱帯経済作物
のゴム業が安定・楽会・文昌等地に広がり，全島で合
計ゴム園 94 箇所，面積が 9000 畝（600ha）に達した。
1935 年全島合計 69 箇所，面積 5763 畝（384.2ha）の珈
琲園が建設され，珈琲の生産が著しい発展を遂げ，特に
文昌に集中し，年産量は 0.85 トンに達した。全島の耕
地面積が 461.64 万畝（30.8 万 ha），水田 208.46 万畝（13.9
万 ha）で，耕地面積と総生産量の中，瓊山県は全島水






し，1930 年代初頭から 1939 年日本に占領される前にお
いては，海南島は毎年多量の外国（タイ・ベトナム）米












































































あったことを指摘した。次に，① 1912 ～ 1929 年海南島
政府による開発時期，② 1929 ～ 1936 年陳済棠の広東省




























































い。高等学校の世界史教科書においては 1937 年 7 月の
盧溝橋事件をきっかけに日本は中国における軍事行動を








































院近代史研究所，『民国人物伝 第 3 巻』，中華書局，
1981）。
3     北海事件とは，1936 年に起きた中国広東省北海にお




1942 年 12 号）。












頭とする。港湾建設は，馬 港には防波堤 1 ヶ所，停
泊埠頭 1 ヶ所を修築し，楡林港には停泊埠頭 1 ヶ所を









7　  『南海網』2009 年 4 月 27 日「『宋子文還郷』報道激









2009 年 4 月 27 日）。




野明「日本海軍の海南島支配（一）¯1939 年－ 1945 年」






(1)  日本拓殖協会『海南島』拓殖叢書第 2 編， p.154，
1942
(2)   同上，p.1
(3)   趙従勝「1939 ～ 1945 年における日本人の海南島農
業調査」『教育実践論集』第 14 号，2013 年 3 月。
(4)    『海南島事情』, 台湾総督府専売局，国史館台湾文
献館数位典蔵資料庫，1919
(5)   同上
(6)    南支調査会編『海南島読本』，p.19，1939
(7)   台湾総督府官房調査課『海南島事情第二』，p.41，
1921



































1936 年 11 月 23 日
(31)  「宋子文接見記者　発表重要談話」，『申報』，1936
年 11 月 26 日
(32)  「海南島の開発へ宋子文南下す日本の南進策を牽
制」，『台湾日日新報』，1936 年 11 月 26 日
(33)  「瓊崖考察団返広州　程天固談考察経過」，『申報』，
1936 年 12 月 5 日
(34)  「海南島開発公司創設を企図　資本金三，五千万
元」，『台湾日日新報』，1936 年 12 月 6 日
(35) 中国第二歴史档案館，「民国時期計画開発海南島的
一組史料」，『民国档案』第 3 期，p.15，1992



















































『東洋史訪』第 17 号，p. 27，2011
(65)  『世界史 B』東京書籍，pp.359-365
―図　版―













図 1　 吉川兼光著『海南島建設論』，大阪屋号書，1942 年，
pp.127‐128 を参考して，筆者が作成したもの。図中
に米輸入担数の増減幅は，不作・豊作と関わっている
が，本図は，主に 1939 年以前外米に頼らない年はな
かったことを示したいものである。
図 2　元図は，1926 年の海南島地図（前掲『海南省誌』
（2003）），図中に付け加えた文字と線は，『海南省誌』
（「交通誌」，「政府誌」，2003），中原利一『海南島』（南
方産業調査会編，1941），鍾淑敏「植民與再殖民――
日治時期台湾與海南島関係之研究」（『台湾大学歴史学
報』31，2003）を参考にして，筆者が作成したもので
ある。
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